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表
彰
・
受
章

消
防
操
法
大
会
結
果

 

西
多
摩
地
域
ス
ポ
ー
ツ
協
会
連
絡
協
議
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
功
労
表
彰
受
賞 

　
11
月
13
日
に
、
西
多
摩
地
域

ス
ポ
ー
ツ
協
会
連
絡
協
議
会
か

ら
奥
多
摩
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
野

球
部
の
竹
内
克
己
氏
が
、
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
に
貢
献

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カ
ッ
ト

都
知
事
表
彰
（
特
別
功
労
賞
）
受
賞

　
第
79
回
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
に
お
い
て
、

原
島
二
三
和
氏
（
日
原
地
区
担
当
）
が
都
知
事
表
彰
（
特
別
功

労
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
島
二
三
和
氏
は
平
成
19
年
12
月
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
17
年
以
上
の
長
年
に
わ
た
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
地
域
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。▶

竹
内
　
克
己
　
氏
（
栃
久
保
）

第
53
回
東
京
都
消
防
操
法
大
会

第
３
位

　
10
月
18
日
に
東
京
消
防
庁
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
た
東
京
都
消
防
操
法
大
会
の
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
に
、
奥
多
摩
町
消
防
団
の
代
表
と
し
て

出
場
し
た
第
１
分
団
（
柴
田
拓
也
分
団
長
、
川

井
、
大
丹
波
、
梅
沢
、
丹
三
郎
、
小
丹
波
地
区

管
轄
）
が
第
３
位
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出
場
隊
　
奥
多
摩
町
消
防
団
　
第
１
分
団

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】

　（
選
手
氏
名
敬
称
略
）

　
指
揮
者
　
班
　
長
　
小
山
　
政
勝

　
１
番
員
　
団
　
員
　
古
矢
純
一
郎

　
２
番
員
　
団
　
員
　
原
島
　
玲
央

　
３
番
員
　
班
　
長
　
平
原
　
悠
貴

　
４
番
員
　
副
部
長
　
原
島
　
大
輔

第
35
回
西
多
摩
地
区
消
防
操
法
大
会

準
優
勝

　
11
月
２
日
に
青
梅
市
の
学
校
法
人
日
本
航
空
学

園
東
京
青
梅
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
西
多
摩

地
区
消
防
操
法
大
会
の
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
、

奥
多
摩
町
消
防
団
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
第
２

分
団
（
森
谷
彰
宏
分
団
長
、
棚
沢
、
白
丸
地
区
管

轄
）
が
準
優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出
場
隊
　
奥
多
摩
町
消
防
団
　
第
２
分
団

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】

　（
選
手
氏
名
敬
称
略
）

　
指
揮
者
　
副
部
長
　
清
水
　
洸
佑

　
１
番
員
　
副
部
長
　
加
藤
　
翼

　
２
番
員
　
班
　
長
　
髙
野
　
芳
樹

　
３
番
員
　
班
　
長
　
市
川
　
晶
太

　
４
番
員
　
副
部
長
　
清
水
　
大
地

　
住
民
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご
家
族
の
方
、
奥
多
摩
消
防
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
、

ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　奥
多
摩
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　消
防
操
法
大
会
出
場

　結
果
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表
彰
・
受
賞
ほ
か

奥

多

摩

町

功

労

者

表

彰

式

　
11
月
３
日
の
文
化
の
日
、
福

祉
会
館
で
奥
多
摩
町
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
つ
ぎ
の
22
名
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〔
自
治
表
彰
〕
17
名

・
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
方

　
原
島

　
幸
次

　（
長

　
畑
）

　
髙
橋
　
邦
男
　（
棚
　
沢
）

　
澤
本
　
幹
男
　（
川
　
井
）

　
大
澤
由
香
里
　（
海
　
沢
）

　
森
田
　
泰
宏
　（
中
　
山
）

　
角
田
康
一
郎
　（
大
氷
川
）

　
新
島
　
秀
人
　（
小
丹
波
）

　
清
水
弥
真
人
　（
棚
　
沢
）

　
金
子

　
拓
郎

　（
大
氷
川
）

　
飯
島

　
健
太

　（
海

　
沢
）

　
原
島

　
和
誉

　（
海

　
沢
）

　
新
堀

　
裕
昭

　（
青
梅
市
）

　
原
島

　
正
男

　（
大
丹
波
）

　
堀
口

　
　
純

　（
青
梅
市
）

　
飯
田

　
智
之

　（
羽
村
市
）

　
清
水

　
小
鹿

　（
棚

　
沢
）

・
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
方

　
石
田
富
美
代
　（
小
丹
波
）

　
鈴
木
　
　
恵
　（
横
須
賀
市
）

令
和
７
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

に
お
け
る
受
賞
者
が
閣
議
で
決

定
さ
れ
、
11
月
３
日
付
け
で
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
、
３
名
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

　
元
警
視
庁
警
部

　
石
原
　
泉
雄
　 

（
梅
　
沢
）

・
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　
元
消
防
団
長

　
勝
山
　
一
夫
　 

（
棚
　
沢
）

・
紺
綬
褒
章

　石
田
　
富
美
代
（
小
丹
波
）

〔
文
化
表
彰
〕
４
名

・
文
化
活
動
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
方

　
島
崎

　
誠
一

　（
川

　
井
）

　
市
倉

　
伊
織

　（
川

　
井
）

　
清
水

　
福
平

　（
棚

　
沢
）

　
原
島

　
一
義

　（
棚

　
沢
）

東
京
都
消
防
褒
賞

　受
賞

　
石
井
裕
氏
、
森
谷
彰
宏
氏
、

清
水
弥
真
人
氏
、
杉
山
勉
氏
が

東
京
都
消
防
褒
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
石
井
氏
は
、
平
成
15
年
に
入

団
し
、
現
在
本
部
分
団
長
を
、

森
谷
氏
は
、
平
成
17
年
に
入
団

し
現
在
第
２
分
団
分
団
長
を
、

清
水
氏
は
、
平
成
17
年
に
入
団

＊
瑞
宝
章
は
、
国
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
の
公
務
ま
た
は

公
共
的
な
業
務
に
長
年
に
わ

た
り
従
事
し
て
功
労
を
積
み

重
ね
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に

授
与
さ
れ
ま
す
。

＊
紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た

め
に
、
私
財
を
寄
付
さ
れ
た

方
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

カ
ッ
ト

し
、
現
在
第
２
分
団
副
分
団
長

を
、
杉
山
氏
は
、
平
成
９
年
に

入
団
し
、
現
在
第
５
分
団
副
分

団
長
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
ら
れ
て

お
り
、
永
年
に
わ
た
る
消
防
団

活
動
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲写真左から、杉山第５分団副分団長、森谷第２分団長

　石井本部分団長、清水第２分団副分団長
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▲写真左から、杉山第５分団副分団長、森谷第２分団長
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